
今年で３回目となる「ぎふ美術展」が岐阜県美術館にて８月７日（土）に開幕します。
創作活動に励む皆さんに広く発表する機会としていただく公募展です。 

8月8日（日）

『アートの社会性と未来』

8月14日（土）

『愛と写真と身体と』

8月15日（日）

『絵はやっかいなものだ』

8月21日（土）

『これからの具象彫刻』

8月8日（日）

【書】富田淳
8月14日（土）

【写真】伊藤俊治、野村佐紀子 
8月15日（日）

【洋画】遠藤彰子、笠井誠一 

8月21日（土）

自宅 にいながらぎふ美術展の魅力を体感できるコンテンツを公式ウェブサイトで公開します。
VR技術を用いた3Dビュー映像で展示会場をご覧いただけます。お持ちのパソコンやスマート
フォンから、作品を鑑賞することができます。ぎふ美術展初となる試みをぜひお見逃しなく。

8月10日（火）・16日（月）
※8月7日（土）は14：00開場、8月20日（金）は20：00まで、最終日は14：30まで 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、予定を変更する場合があります。
詳細は右記二次元コードから公式ウェブサイトへアクセスし、事前にご確認ください。
このほか、「アートラボぎふ」にて審査員による講演会等を県内各地で実施予定。詳しくは




